
トリチウムのモニタリングの概要について ①

水産物の安全性と消費者の信頼確保のため、トリチウムを対象とする水産物の
モニタリングを実施。

＜トリチウムの精密分析＞

● 公定法（「放射能測定法シリーズ No.9 トリチウム分析法」（原子力規制委
員会））で分析。

● 精密な分析のため、分析結果を出すには１か月半程度の期間。
検出限界値は、最大でも0.4Bq/kg程度。

② 採取場所・方法
● 北海道から千葉県まで、東日本の太平洋側で200検体程度を分析。

① 概要
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トリチウムのモニタリングの概要について ②

② 分析頻度
● 処理水放出期間中は週４回、放出期間外は週１回分析。

③ 採取場所・方法

● 福島第一原発の北側と南側の２地点（赤囲み部分）で採取。

＜トリチウムの迅速分析＞

● 引き続き、できるだけ早くモニタリングの結果を生産者・消費者に提供し、
風評を抑制するため、検出限界値を10Bq/kg程度とし、翌日又は翌々日に

結果を得られる手法（迅速分析）を実施。

① 概要
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2水産庁資料 https://www.jfa.maff.go.jp/j/housyanou/kekka.html を基に作成

 令和４年６月から開始し、令和８年７月時点で893検体の分析を実施。
分析結果は、1Bq/kg程度が検出された６検体を除いて検出限界値未満。

トリチウム分析結果 （精密分析）



 令和５年８月から開始し、全て検出限界値未満。

トリチウム分析結果 （迅速分析）

出典:水産庁webサイト https://www.jfa.maff.go.jp/j/housyanou/kekka.html



検査結果の公表

 水産庁では放射性物質検査の結果をHPで公表。


